
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

2019年9月26日

2019年9月26日

　　マーケットサマリー

Banco Sumitomo Mitsui Brasileiro S.A. DAILY MARKET REPORT

Treasury Department

昨日の新興国市場では為替が２週間ぶりの安値を付けたことを受け、株式も下落した。米国のペロシ下院議

長がトランプ大統領の弾劾調査を開始するとの発表に伴い安全資産への需要が高まったため、午前中はレア

ル安・株安の展開。午後に入ると、電話会談の記録の概要について公表され、イベントリスクを乗り超えたとの

安心感が広がり、４．１８～４．１９台で推移していた為替は４．１４台までレアル高が進行、ボベスパ指数は一時

１０３，０００ポイントまで下落したものの、１０４，４８１ポイントまで回復している。更に、米中貿易交渉に関して

は、トランプ大統領が「皆さんが考えているよりも早く実現するかもしれない」とNYの国連本部で語ったことも、

相場が好転する後押しとなった。
昨日のブラジルの新聞では、上院が年金改革法案の採決延期を決定したことで、法案が骨抜きにされる可能
性についての懸念が報じられており、今後法案採決の行方について徐々に焦点が当たっていくと予想され
る。投票は１０月前半までにに行われる予定だ。また、現在議会で２つの税制改革が保留になっているが、提
案については２０２０年上期までに承認を目指す見通しとなっており、目先は投票日が近い年金改革法案の行
方に注目をしておきたい。

お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 4,1655 4,1480 -0,42% 0,62% 3,6374 4,1945

対円 JPY 25,71 25,98 1,05% 1,63% 30,08 25,22

対ユーロ BRL 4,5901 4,5401 -1,09% -1,21% 4,1646 4,6508

対ドル JPY 107,07 107,77 0,65% 2,26% 104,46 112,40

対ユーロ JPY 117,99 117,93 -0,05% 0,37% 115,87 127,50

Index 103.876 104.481 0,58% 6,98% 106.650 87.536

bps 136,20 135,76 -0,32% -2,15% 209,52 117,88

% 7,15 7,09 -0,84% -2,19% 9,34 7,05

% 5,10 5,10 0,00% -5,82% 6,69 5,09

% 2,11300 2,09963 -0,63% -2,09% 2,8039 2,1021

Index 177,19 176,64 -0,31% 4,76% 189,68 167,38

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日の新興国市場全体では為替が２週間ぶりの安値を受け、株式も下落した。米国のペロシ下院議長がトラ

ンプ大統領の弾劾調査を開始するとの発表に伴い安全資産への需要が高まったため、午前中はレアル安・株

安の展開。午後に入ると、電話会談の記録の概要について公表され、イベントリスクを乗り超えたとの安心感が

広がり、４．１８～４．１９台で推移していた為替は４．１４台までレアル高が進行、ボベスパ指数は一時

１０３，０００ポイントまで下落したものの、１０４，３８１ポイントまで回復している。更に、米中貿易交渉に関しては、

トランプ大統領が「皆さんが考えているよりも早く実現するかもしれない」とNYの国連本部で語ったことも、相場

が好転する後押しとなった。
昨日のブラジルの新聞では、上院が年金改革法案の採決延期を決定したことで、法案が骨抜きにされる可能
性が生じる懸念について報じられており、今後法案採決の行方について徐々に焦点が当たっていくと予想さ
れる。投票は１０月前半までにに行われる予定だ。また、現在議会で保留中の２つの税制改革提案について
は２０２０年上期までに承認を目指す見通しとなっており、目先は投票日が近い年金改革法案の行方に注目を
しておきたい。


